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Ca Ca Ca

CO2

CO2 CO2

空気，CO2

• Caを再利用するために、コンクリー
ト廃材を用いる。

• このとき、大気中のCO2、工場の廃
ガスの中のCO2も合わせて取り出す。

• CaとCO2を原料として結合材にする。
＝石灰岩に戻す反応を利用する。

空気中のCO2も同時に
取り込む

炭酸カルシウム製造のための
Ca用の原料に

廃コンクリート＝貴重なCa資源

2021年4月19日 C4Sプロジェクト 記者会見   「新たな硬化体製
造技術の開発」
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Current state：φ10ｘ20㎜、14MPa

φ50ｘ100㎜、4.2MPa

図 試験体破断面の操作電子顕微鏡画像
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MARS sample return ... 2026
NASA’s Journey to Mars ... 2030

Ex) NASA‘s 3D-Printed Habitat Challenge
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bas70_1

_ Basalt Magnesite

70_1 ◎ ×

70_2 ◎ ◎

80_1 〇 △

80_2 〇 〇

90_1 △ ◎

90_2 △ 〇

100_1 × ×

◎; 硬化。圧縮試験にかけた
〇; 硬化したが成形できなかったため、圧縮試験にはかけな
かった

△; 指で触ると崩れる程度の強度
×; 未硬化

mag70_2

10mm
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木材は階層構造を持ち、力学的挙動の発現が複雑

晩材・早材の比率
細胞壁率

密度
節などの欠陥

セルロース繊維束が
並ぶ向き

結晶化度

機械的性質を左右する要素

細胞スケール 分子スケール
筒状細胞群スケール

部材スケール

20~40 μm 2~10 nm
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X線ラジオグラフィによる水分の移動観察
とデジタル画像相関法によるひずみ分布
同時観察（卒論）

ク
リ
ー
プ
弾
性
率
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• 60
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[1] H. Hilsdorf, J. Kropp, H. Koch, The effects of nuclear radiation on the mechanical properties of concrete, 
ACI SP-55, (1978) 223-251.
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X線による石英結晶度の低下

砂岩中の長石類はぼろぼろになっている。
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材料ー部材性能付着挙動評価

構造挙動評価

岩石鉱物の性質変化 岩石鉱物→骨材の挙動

コンクリート材料性能評価

DEVICE
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部材レベルの検討 局所構造評価 水分移動評価

プロトン挙動評価
セメントペーストと放射線各種の相互作用分析

＋熱力学平衡計算モデルの構築
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initial 700℃500℃ 800℃

1150℃

1100℃

1300℃1200℃1160℃ 1170℃

溶融現象

溶融時の化学反応分析

Initial 700℃500℃ 800℃

1150℃

1100℃

1300℃1200℃1160℃ 1170℃

3次元的変質情報

＜PCV破損部の模式図＞
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• UNLA ORNL US-NRC EPRI

•
Paris-Tech Paris-Scalay
Delft

ICL ETH
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